
2016年度 食農資源経済学会 第10回大会　研究報告会タイムテーブル 日時：2016年9月11日（日）　於：JA・AZM（アズム）ホール別館

第１会場（別館201） 時間 第２会場（別館202）
番号 座長 報告者 報告題目 番号 座長 報告者 報告題目
１－１ 狩

野
秀
之

張田 あずさ
（九州大学大学院生物資源環境科学府）
髙橋 昂也・前田 幸嗣
（九州大学大学院農学研究院）

米の産地銘柄別価格の時系列分析 10:00～
10:30

２－１ 山口 和宏
（北海道地域農業研究所）

雇用労働力逼迫下での農家の作付け選択に関する
一考察

１－２ 齋藤陽子・渡邉大樹・
齋藤久光（北海道大学）

新育種技術（NBT）により作出された農産物に対す
る消費者評価

10:30～
11:00

２－２ 内藤 重之（琉球大学農学部）
坂井 教郎（鹿児島大学農学部）

ソバの産地化と６次産業化による地域創生の取組
－大分県豊後高田市を事例として－

１－３ 山下遥（神戸大学大学院）
石田章（神戸大学）

途上国の低所得者居住地区における食料生産に関
する考察―urban and peri-urban agriculture（UPA）
に着目して―

11:00～
11:30

２－３
堀
田
和
彦

安田 元（オリオン機械㈱） 生乳生産現場におけるHACCP推進取り組みについ
て―北海道A町を事例　第3報―

11:30～
13:00

１－４ 森　宗一
（別府大学）

集落営農法人経営における組織の抱える問題につ
いての一考察～大分県内における集落営農法人経
営改善実践塾の事例を中心に～

13:00～
13:30

２－４ 山
本
直
之

深川 欣彦
（九州大学大学院生物資源環境科学府）
髙橋 昂也・前田 幸嗣
（九州大学大学院農学研究院）

予算制約下の牛肉新マルキン事業のＴＰＰ対策効果

１－５ 渡辺 克司
（鹿児島国際大学経済学部）

「限界集落」論と南大隅町 13:30～
14:00

２－５ Kerry Ola Lelei Lepa (Interdisciplinary 
Graduate School of Agriculture and 
Engineering, University of Miyazaki), 
Naoyuki Yamamoto and Hideyuki Kano 
(Faculty of Agriculture, University of 
Miyazaki)

The Role of Capacity Building in Agricultural Rural 
Extension and for the Development of young farmers 
in Tonga

１－６

矢
部
光
保

樊 帆（鹿児島大学連合農学研究科） 熊本県「えと菜園」におけるエシカル消費の可能性
の実態分析―農産物ネット販売を中心に―

14:00～
14:30

２－６ Fitri Candra Wardana (Interdisciplinary 
Graduate School of Agriculture and 
Engineering, University of Miyazaki), 
Naoyuki Yamamoto and Hideyuki Kano 
(Faculty of Agriculture, University of 
Miyazaki)

Analysis of Profitability of Small-Scale Farmers in 
Indonesia－A Case Study of Hand Tractor Usage in 
Jember Regency－

齋
藤
久
光

豊
智
行

西
和
盛

磯
田
宏

休憩 休憩


